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　 2)Ⅱ級1類 不正咬合者の顎顔面部における軟
組織弾力性の特徴
　　　　　　 ○南條章太郎,大植 一樹１,福井 和徳1
　　　　　　　 (奥羽大 ・大学院・顎顔面口腔矯正学,
　　　　　　　　　　　　奥羽大 ・歯 ・成長発育歯1)
【目　 的】軟組織弾力性と不正咬合の関連を明 ら
かにすることを目的とした。
【対　象】奥羽大学歯学部附属病院矯正歯科を受
診 し診断を受けた患者の うち,口 腔周囲筋に緊張
を認めないI級 不正咬合者16名(男児3名,女児
13名)および口腔周囲筋 に緊張を認 める Ⅱ級1類
不正咬合者22名(男児14名,女児8名)と した。
被験者の選択においては,歯 列弓形態が左右対称
で上下顎正 中線の偏位は2mm以内,第 三大臼歯
を除いて欠損歯が認められない,過 度の修復物が
認め られない,矯 正歯科治療の経験がない,顎 関
節症状の既往がない,皮 膚疾患の既往がない,思
春期成長前のもの とし,I級 群は,(1)臼歯部が左
右側 ともAngle　Class　I(2)overbiteおよびoverjet
が+1～2mm(3)口唇閉鎖不全が認め られない(4)
叢生が軽度なもの とした。 Ⅱ級群は,(1)臼歯部が
左 右 側 と もAngle　ClassⅡ(2)overbiteおよび
overjetが+4mm以上(3)口唇閉鎖不全が認め られ
る(4)叢生が軽度なものとした。
【方　法】顎顔面部における軟組織弾力性 を,軟
組織弾 力測定 装置で あるCutometer(Courage
+Khazaka社製MPA580)を用い矯正歯科診療
室において自然頭位で測定 した。顎顔面の計測部
位は,Martinの身体計測点 を参考にし,①上唇点,
②③左右鼻翼点と口角結節点の中点,④ ⑤左右口
角結節点,⑥ 下唇点⑦軟組織ポゴニオ ンに設定 し,
咬頭嵌合位における口唇閉鎖時の軟組織弾力性を
計測 した。I級 群においては,初 回検査時に計測
を行った。 Ⅱ級群においては,初 回検査時(T1)
および,Twin　Block装置 による下顎前方移動後
(T2)に計測 を行った。
　群 内での統 計学 的解析 に はMann-Whitney
U-test　with　Bonferroni　C rrectionを用 い た。
I級群 および Ⅱ級群T1,I級 群および Ⅱ級群T2
の統計 学的解析 にはMann-Whitney　U-testを
用いた。 Ⅱ級群T1およびT2の統計学的解析には
Wilcoxon　t-testを用いた。
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【結　果】I級 群内における計測部位の弾力性に
おいて,左右鼻翼口角結節中点,下 唇点が他部位
に比べ弾力性が高いことを認めた。 Ⅱ級群T1内
において,軟 組織Pogが他部位 に比べ弾力性が
低いことを認めた。 Ⅱ級群T2内において,左 右
鼻翼口角結節中点,下 唇点が他部位に比べ弾力性
が高いことを認めた。
　 Ⅱ級群T1はI級 群 と比較 し左右鼻翼口角結節
中点,軟 組織Pogの弾力性が低い ことを認めた
(p＜0.05p＜0.01)。Ⅱ級群T1はⅡ級群T2と比較 し
左右鼻翼口角結節中点,軟 組織Pogの弾力性が
低い ことを認 めた(p＜0.05p＜0.01)。Ⅱ級群T2
はI級群 と比較 し,全 ての計測点において統計学
的有意差は認めなかった。
【結　論】 Ⅱ級不正咬合者の下顎前進治療により
軟組織弾力性が改善 したことか ら,下顎後退患者
を正常な顎関係に改善することの意義を支持 して
いることが示唆された。
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